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はじめに

© 2023 GAKUSAI inc.

拝啓 貴社益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

貴社におかれましては、日頃より社員の能力開発に力を入れておられることと思いま
す。

弊社が行う新入社員研修は、自ら主体的な仕事ができるよう「自ら学ぶ力」「やり抜く
力」を養うことをテーマとし、現場でキャリアを積み上げていくために必要な資質を自
ら獲得できるようなカリキュラムを用意しています。

これらのカリキュラムは、未経験者の方々が無理なく知識を吸収でき、自ら学べるよう
最適化しております。
 
本資料をご高覧の上、ご興味ございましたら、お気軽にお声掛け下さいます様、
宜しくお願いいたします。

                              敬具
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内定者
社会人への切替準備

新入社員
社会人の基本を身に付ける

若手社員
役割を果たす

・心構え
・社会人としてのコミュニケー
ションの取り方を知る

・PC操作を知る
・タッチタイピングができるよ
うになる

・コンピュータの概要を知る

・会社の理念や価値観を知る
・社会人として自覚を持って行動
する
・学ぶ姿勢を持つ
・先輩や上司との関係を築く

・ビジネスマナーを知る
・仕事の段取りを考える
・職場の運用・機能・役割を知る
・業界を知る

・コンピュータの基礎を固める
・業務に必要なツールの使い方を理解する

・働く意味・仕事の意味を考える
・自ら学習する
・自ら行動する

・確実に業務を遂行する
・成果を出す
・期待に応える

テ
ク
ニ
カ
ル

・開発の進め方を知る

・専門分野の基礎を固める

・専門分野の応用力を高める

・専門分野を業務に活かす
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１．新入社員の位置づけ



２．カリキュラム内容

© 2023 GAKUSAI inc.

NO コンテンツ ツール・環境など 内容

1 ビジネスマナー 電話応対、名刺交換

2 プレゼンテーション PowerPoint
３分間スピーチ、キーワードプレゼン、成果発表
会

3 ビジネス感覚 Word 新聞購読、ビジネス文書、日報、納期厳守

4 資格取得 LMS
基本情報技術者試験（科目A免除）、
JavaBronze、JavaSilver

5 Java基礎 Eclipce
講義、レベル別Web演習、理解度テスト、
復習・補講（e-learning）

6
HTML/CSS/JavaScript
基礎

W3C統合検証
講義、レベル別Web演習、理解度テスト、
復習・補講（e-learning）

7 SQL基礎 MySQL
講義、レベル別Web演習、理解度テスト、
復習・補講（e-learning）

8 Webアプリケーション Tomcat
講義、レベル別Web演習、理解度テスト、
復習・補講（e-learning）

9 システム開発入門 Excel、draw.io 品質管理、セキュリティ、UML、DB正規化

10 ワークショップ GitHub 要件定義～納品 4



３．６つの特徴

© 2023 GAKUSAI inc.

２つの研修スピードが用意されています

即戦力となるテクニカルを徹底的に教え込みます

弊社の新入社員研修の特徴は６点あります。

３つの資格取得を目指します

納期、品質、目標達成など、社会人としての基本姿勢を学びます

自立型人材を育成します

15ヶ月間継続的にテクニカル面、メンタル面をサポートします
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４．自立型人材のためのマインド形成

© 2023 GAKUSAI inc.

基礎知識

ビジネススキル

ヒューマンスキル

• 社会人としてのモラル

• 人間関係を築ける
コミュニケーションスキル

• 基本となる技術・知識

• やり抜く強い意思と継続性

• 自ら考え行動する自立性

「時間や品質に対する厳しさ」や「お客様へのサービス精神」といったSEに必要な
マインドを形成し、『自立型人材』を育成します。

テクニカルスキル
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５．ヒューマンスキル

基礎知識

ビジネススキル

ヒューマンスキル

科目 科目内容

目標設定 目的意識・目標意識を持って仕事に取り組む姿勢を身につける

ワークライフバランス／

メンタルヘルス

仕事と生活のバランスを見出すとともに、自己のメンタルヘルスに留意し
ながら生産性の高い仕事を行う資質を身につける

コミュニケーション／

アサーション

お互いを尊重しながら率直に自己表現ができるようになる方法を身につ
ける

フォローアップ 講師は年間を通して、テクニカル指導やメンタル面の相談役として継続し
てサポートする

健康な精神は、自分のみならず、周りへ良い影響をもたらします。
精神的に健康であることがいかに大切であるかを学び、精神力
の強い人財への第一歩とします。
また、仕事をする上で避けて通れない人との関わりをスムーズに
する為の方法を学びます。

テクニカルスキル
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６．ビジネススキル

© 2023 GAKUSAI inc.

基礎知識

ビジネススキル

ヒューマンスキル

科目 科目内容

パソコン操作 PC・ファイル操作・タッチタイピングなど、パソコンの基本操作を修得する

ビジネスマナー
名刺交換や電話応対、報連相など、仕事をする上で必要となる基本動作を身
に付ける

プレゼンテーション 人に効果的な説明をする資料作り、人前で話しをするコツ・テクニックを学ぶ

キーワードプレゼン ITトレンドの用語を修得する

社会人としてのマナーを学び、
仕事をする上で必要となる基本動作・考え方や
報連相の基本に身につけます。

研修の序盤だけ実施するのではなく、研修中
毎日指導いたします。

テクニカルスキル
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７．ＩＴ業界を知る

© 2023 GAKUSAI inc.

• Docker

• GitHub

• フィンテック

• BLE

• LPWA

• サイバーインテリジェンス

IT用語を選択し、自分で調べ１つのキーワードを15分間で発表するスタイルです。
受身の学習から自分で調べて学ぶという習慣を身につけることができます。
１人が担当するキーワードは１つでありながら、全てのキーワードを学習でき、さらに
プレゼンテーションや資料作りに対するスキルアップの効果が狙えます。

以下は一例で、キーワードは毎年変更されます。

キーワードプレゼン

• ブロックチェーン

• IoT

• 機械学習

• クローリングとスクレイピング

• オフショア開発
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基礎知識

ビジネススキル

ヒューマンスキル

コンピュータの基礎（基本情報処理レベル）から
システム開発に必要なスキルを身につけます。

能動的に学習を行い、
知識の定着化（アクティブラーニング）に結びつく研修
を行います。

科目 科目内容

コンピュータ基礎 タッチタイピング、コンピュータの基本操作を修得する

基本情報技術者試験合格を目指す

プログラミング基礎 Javaの基本文法の理解、オブジェクト指向に沿ったクラスの利用等、プログ
ラミングの基礎を修得する

ＨＴＭＬ基礎 HTMLタグとFormやJavaScript、CSSの基礎を修得する

ＳＱＬ基礎 データベースを操作するためのSQL言語の基礎を修得する

Webアプリケーション JSP・Servletを修得し、画面やデータベースと連携する仕組みを理解する

テクニカルスキル
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９．アクティブラーニングを採用

従来の受動的な学習

積極的な学習

能動的になればなるほど
学習の定着化が図れる

ラーニングピラミッドとは？

講義

読書

視聴覚

デモンストレーション

グループ討論

自ら体験する

他の人に教える

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への
参加を取り入れた教授・学習法の総称で、「思考を活性化する」学習形態をさします。

11



９．アクティブラーニングを採用

© 2023 GAKUSAI inc.

項目 内容

e-learning
副教材としてe-learningを提供しており、自分でわからないところを何度も復
習できすることができる

3分間スピーチ 新聞・ニュースから自分でテーマを選定し、３分間で発表する

小テスト 毎日小テストを実施し、理解度をチェックする

グループ
ディスカッション

講義終了後、毎回グループディスカッションを行う

演習

100問マラソン、30問トライアスロンなど数多くの演習問題を解き、理解度を
チェックする。レベルが３段階に分かれており、自分の理解レベルに沿ってすすめ
る。基礎知識が到達目標に達しない場合、次ステップへは進まず、到達するまで
課題を解く

振返り
目標について評価する。
ワークショップでは、KPTを導入し、より良いプロジェクト活動を目指す。

キーワードプレゼン 日経コンピュータなどの情報誌からIT用語を自分で調べ発表する

アクティブラーニング（ 「思考を活性化する」学習形態）の主な取組みは以下の通りです。
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１０．テクニカルスキルを身につける

基礎知識

ビジネススキル

ヒューマンスキル

システムエンジニアとして知っておくべき開発技術、
高品質かつ効率の良いプログラミング技術をワークショップ
（プロジェクト疑似体験）を通して実践的に身に付けます。

科目 科目内容

品質管理 システム開発での品質管理とは何かを理解し、テスト技法を修得する

設計技法 データベース技法やUML図の書き方理解し、設計書の作成方法を修得する

ワークショップ
（次頁参照）

プロジェクトの計画策定を行い、要件定義～システムテスト、納品・検収まで
を実施する

テクニカルスキル
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チームワークとプログラミングスキルに焦点をあてて、研修を行います。
チーム開発を行うと、個人のスキルから作業の難易度が特定メンバーに
依存することが多く見られますが、必ず１人１機能を完成させるというテーマで
実施するため、チームワーク及び個人のスキルアップも見込める研修となって
います。

ＰＬ、品質管理、進捗管理など、チームで各担当を決め、スケジュールをたて、進
捗と費用の予実管理を行います。要件定義～納品までの全工程を疑似体験して
頂きます。

①お客様への納期という約束
②納品物の品質を確保
③費用という時間の意識
を重きにおき、ひとりひとりが責任をもって行動し、日々発生する課題にどのよ
うに対処し、課題解決を図るのがテーマとなっています。
また、UMLやGitHubなど現場で役立つ技術やツールを使うことで、
技術力を養います。

個人からチーム・お客様へ
意識が変化するもっとも大切な期間です。

要件定義

外部設計

内部設計

プログラミング

結合テスト

納品
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１１．プロジェクト疑似体験



KPT採用！！
「良いところ（Keep）」は継続し
「改善の必要なところ（Problem）」は
「対策／次に試したいこと（Try）」を考え、
より良いプロジェクト活動を目指すためのフレームワークです。

仕事やチーム活動をその場限りのものにせず、進め方が良かったかどうか、品質の
良い成果物が作成できたかどうかなど、常に改善する意識を持たせる事ができます。
また、このようなフレームワークを活用することで、可視化され効率よくプロジェクト
を進めることができます。

１１．プロジェクト疑似体験
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１２．知識定着を図る

演習問題を一から解きなおし不
明な点を徹底的に解消していき
ます。講師より合格をもらい次第、
ワークショップへ参画します。

基礎知識の到達目標に達しない場合
ワークショップへは進まず
基礎をみっちり修得します

基礎固めの道

システム開発の実際の工程を体験
します。プロジェクトの計画策定を
行い、要件定義～システムテスト、
納品・検収までを実施します。

システム開発の道
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１３．中間報告・最終報告

これまで開発に携わってきたSEが講師を担います。
経験を積んだスタッフが講師をすることで
現場主義の考え方でご指導致します。
研修を通して、社員の方々がどのように成長された
かをおひとりずつ報告書として提出いたします。
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１４．３つの資格取得にチャレンジ

以下の資格取得を目指します！

JavaBronze JavaSilver SE11 基本情報技術者試験

試験時間 65分 180分 科目A:90分 科目B:100分

出題数 60問 80問 科目A:60問 科目B:20問

合格ライン 60% 63% 科目A:60％ 科目B:60％

受験料(税込) ¥14,630 ¥37,730 ¥7,500
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ワークショップは要件定義から実施する高度なIT研修です！
3か月目にはPythonを使ったAI技術を学習します。

１５．スケジュール

5月 7～3月

D
B
基
礎
・
H
T
M
L
基
礎

J
a
v
a
基
礎

W
E
B
ア
プ
リ
開
発

個
人
演
習

内定者研修

個
人
演
習

成
果
発
表
会

ワークショップ

総
合
テ
ス
ト

■e-learning
・基本情報技術者試験
・JavaBronze
・JavaSilver

■オンライン研修
（月に１回）
・SQL応用
・バッチプログラム
・ PHP
・セキュリティ
・ RPA
・メンタルヘルス
・ AWS
・ネットワーク
・ Python

プロジェクト報告会

要件定義

基本設計

詳細設計

プログラミング

システムテスト

1～3月

タッチタイ
ピング

IPA認可

基本情報技
術者試験科
目A免除
コース
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6月

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

P
y
t
h
o
n
基
礎

機
械
学
習
＆
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

4月

ビジネスマナー・プレゼンテーション・スピーチ

小テスト・グループディスカッション・KPT・日報



１6．価格 ※中小企業
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人材開発助成金を活用すると、ご負担額を最小限に抑えることが可能です！

研修費用にはPCレンタル費用が含まれております。
お客様にてPCをご準備いただける場合はご相談ください。

例：人材育成支援コース（人材育成訓練正社員）で申請する場合 [/名(税込)]

コース名 時間 研修費用
助成金

(経費+賃金)
ご負担額

プログラマー養成（AI）コース 164 ¥385,000 ¥270,530 ¥114,470

プログラマー養成（Java）コース 176 ¥495,000 ¥359,550 ¥135,450

エンジニア養成（Java）コース 184 ¥495,000 ¥362,590 ¥132,410

合計 524 ¥1,375,000 ¥992,670 ¥382,330



１7．助成金
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ご利用いただける助成金は以下の通りです。お気軽にご相談ください。

１．人材開発支援助成金 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudo
u/koyou/kyufukin/d01-1.html
 
- 人材育成支援コース  詳細版パンフレット R7.4.1～
- 人への投資促進コース 詳細版パンフレット R7.4.1～

２．キャリアアップ助成金 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudo
u/part_haken/jigyounushi/career.html

- 正社員化コース 詳細版パンフレット R7.4.1～

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/001514280.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11800000/001514282.pdf
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/jigyounushi/career.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/jigyounushi/career.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/part_haken/jigyounushi/career.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11910500/001512871.pdf
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